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プロローグ 

≪開催にあたって≫ 

「乳幼児の世界」展は今年で第11回目を迎えることができました。八王子の保育園が実行委員会を作

り，保育園の立場から育児情報を発信し続けて，八王子市のみならず，周辺地域，また全国にと存在

を知って戴けるようになって参りました。 

誰でも“子ども”の時代はあったのですが。何故かその時の気持ちを覚えている人はいません。そし

ていつしか知らず知らずのうちに“大人”の都合に子どもたちを巻き込んでしまっています。子ども

は親の従属物のような思いがあるのではないかと感じられます。ともすると保育のプロである私達で

さえそのような態度がでているときもあるように思われます。「乳幼児の世界」展は，常に子どもが

主体です。子ども中心に物事をとらえ，“大人”の都合を押しつけることなく，“子ども”の都合に

どのように合わせていけるかを，育児に大きな不安と負担を感じている人達とともに考えて，より良

い方向に“育児”と“保育”を創造し，不安や負担を少しでも軽減し、また良い保育を行うための方

法を見いだしていこうとする保育展です。 

今、普段は面と向かって言えないような気持ちを短い言葉で表現することがはやっていますが、自分

からものを言ったり、書いたりすることのできない子ども（乳幼児）たちは、自分の気持ちを十分に

表現することができずに、親（大人）の都合や思い込みで振り回されたりすることが多くあります。 

今回の「乳幼児の世界」展は、サブテーマを「もの言えぬものから 一筆啓上」とし、普段多くの子

どもたちと付き合い、よく子どもの気持ちがわかっている保育所職員が“子どもの気持ち”を代弁し

ます。そして、一般公募から選出された「親から子どもたちへ」「子どもたちから親へ」の本音から、

子ども本来の望ましい姿とは何かを、ともに考えていきたいと思います。 

この『乳幼児の世界』展が、“より良い育児”“より良い保育”を見いだしていく一つのきっかけと

学んでいくー助となれば幸甚です。 
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